　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜小学校＞朝学習等短時間での活用方法
活用方法１
語彙を増やし、必要な情報を読み取るための指導に対応
クイズや俳句・短歌作りを通して、新聞に親しみ
ながら、必要な情報を読み取る　　　　　　　　　　　　　
＜学習の効果＞　～育成される資質・能力～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇　新聞クイズや俳句・短歌作りを通して、語彙を増やし、写真や文章から必要な情報を読み取る力が育成される。
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1 スクラップしておいた記事やストックしてある新聞から、友達に知らせたい記事を選ぶ。　
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５Ｗ１Ｈや初めて知ったこと、伝えたいこと等にサイドラインを引く、言葉の意味を調べる、言葉とその言葉の説明を矢印でつなぐ、□で囲むなどしながら記事を読む。




1 クイズに題名（○○クイズ）を付ける。
2 クイズを作る。
・　初めて知ったことや友達に伝えたいことを視点に、サイドラインなど、読み取りでチェックした中から、答えにする言葉や文章を決める。ワークシートに書き、線で結ぶ。
・答えに合う問題をワークシートに記入し、記事の中の答えにする言葉や文章と線で結ぶ。


1 お互いに作ったクイズを解き合う。（全体、グループ、ペア等）
・問題になる新聞記事を読む時間を確保する。
・解答者は記載したことと沿うよう、答えの根拠となる言　　　葉や文も答える。
・出題者が答えを言う際は、答えの根拠となる文章を示し、解説できるようにする。




1 スクラップしておいた記事やストックしてある新聞から、気に入った写真入り記事を選ぶ。
2 写真や文章から分かる情報や感じたこと、季語などの俳句に使う言葉を吹き出しに書き込む。



　
1 吹き出しに書いたことや感じたことから、伝えたい情報を選び俳句を詠む。



（感想の視点の例）
〇様子が伝わるなあと思う言葉や表現は？
〇記事の内容が伝わるかな？
（交流の例）
〇　グループで感想を話し合う。
〇　ワークシートや付箋等に感想を書く。


学習指導要領との関連


国語　第５・６学年


〔知識及び技能〕


オ思考に関わる語句の量を増やし、話や文章の中で使うとともに、語句と語句との関係、語句の構成や変化について理解し、語彙を豊かにすること。


〔思考力・判断力・表現力等〕


Ｃ読むこと


（１）ア事実と感想、意見などとの関係を叙述をもとに押さえ、文章全体の構成を捉えて要旨をつかむこと。


ウ目的に応じて文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見つけたり、論の進め方について考えたりすること。











＜学習方法＞　


クイズで伝える


「この記事、いいね！」　　（１５分×３回）





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　











１　記事を選び、読む。（ワークシート）　


（１～２までの活動を１５分×２回　やり方がわかったら、児童のペースで進めます。）











2020年7月24日山形新聞





めったにない


めずらしい





インタビュー





４





２　クイズに題名を付け、新聞クイズを作る。（ワークシート）








ここがポイント！


問題と答え、根拠の整合性を確かめます。また、問いにあった答え方になっているかも気を付けましょう。


（例：なぜ～？　～だからです。）








３　新聞クイズを解き合う。　　　　　　　　　　　　　　　（１５分×１回）








ここがポイント！


答えや根拠となる文章が解答者と食い違ったときには、 新聞記事に戻り一緒に確認します。








こんな方法もあります


・「この数字は何を表しているでしょう。」のように記事の内容を大きくまとめた中から問題を作ると、見出しを活用しながら新聞全体に目を通すことにつながります。


・グループでクイズ新聞を作り交流することもできます。答えの解説も加えることで、出題者も解答者も答えの根拠を明確にすることができます。


・教師がタブレット等に保存しておいた記事を活用すれば、学級全体やグループで同じ記事で取り組む際に便利です。








５





＜学習方法＞　


俳句で伝える


「この記事、いいね！」　　　　（１５分×３回）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　











１　記事を選び、俳句を作るために必要な情報を集める。（ワークシート）


（１～２までの活動を１５分×２回　やり方がわかったら、児童のペースで進めます。）　　　　　　　　　　　　　　　　











ここがポイント！


写真（視覚的な情報）と文章（文字情報）を結び付けて読み取る。





2020年8月12日　山形新聞





６





３０度越え


熱い





季語　水遊び





３０度越え


熱い





３０度越え


熱い





２　吹き出しに書いた言葉を使いながら、俳句を作る。（ワークシート）


（１５分×１回）











ここがポイント！


　写真や記事から取り出した言葉（情報）を、伝えたい内容に合わせて取捨選択する。








３０度越え


熱い





３　俳句を読み合い、感想を交流する。（１５分×１回）








ここがポイント！


　表現のよさや工夫とともに、記事の内容が伝わるかにも注目し、情報を正しく読み取っているかを確認する。








こんな方法もあります


・　全員が同じ記事で取り組むことで、情報の取り入れ方や感じ方の違いを知ることができます。


・　友達の俳句に寸評を書く活動を取り入れることもできます。新聞の俳句欄


に掲載されている評を参考にする方法もあります。


・　短歌でも同じように取り組むことができます。





７








